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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：GSTP1 r s1695 is associa ted with both hematologica l toxicity and prognosis of 
     ovarian cancer treated with paclitaxel plus carboplatin combination 
     chemotherapy: a comprehensive analysis using targeted resequencing of 100 
     pharmacogenes 
     （GSTP1 r s1695はパクリタキセル・カルボプラチン療法を受けた卵巣がん患 
      者の血液毒性及び治療予後に関連する: 100 薬物代謝酵素・薬物トランス 






























 以上、本研究には検討すべき課題を残しているものの、GSTP1 r s1695アリルがプラチ
ナ製剤の副作用と薬効の予測マーカーとなることを示し、今後化学療法の治療戦略に重
要な情報を提供できる可能性があると考えられ、有意義な研究であると評価された。  
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